
 

 

  

 

会長挨拶 

総会議事録 

東北鍼灸学会in秋田 

理事・監事・委員紹介 

青年部員＆学生が行く！治療院訪問～前編 

スキルアップ研修ほか 

平成30年度下半期行事予定 

新入会員インタビュー 

会員の活動報告「西日本豪雨災害ボランティア活動報告」 

会員リレーコラム「東洋医学コンシェルジュ」 

 

                       

宮鍼会報 
2018/9/30 No.007  

発行：公益社団法人 宮城県鍼灸師会 

HP:  miyagi.harikyu.or.jp/ 



 

 

 

５月の総会で新役員が決まり、新しい体制での宮城県鍼灸師会がスタート 

しました。 

そこで、新たに今年度の事業の方針を立てました。 

１、 学術と収益、両方のアップを図る。（どちらも大切、車の両輪とみなし事業を 

展開する）  

２、事業の効率化に努める。（少ない経費で効率よく事業を進める）   

３、会員相互理解を深める。（なるべく多くの事業参加をしていただき、会員同士 

もっと近い関係になる）  

４、会員総活躍を目指す。（一部の会員のみが事業参加、協力するのではなく、会員全員が事業に関心を持ち、 

参加協力できるような体制と意識づくりを推進する）  

５、受療委任払制度の周知・指導および拡充。（今年度より導入される受療委任払いについてスムーズに 

移行できるよう説明、指導をするとともに療養費取り扱い会員を増やす） 

 これらの方針について、さらに具体的な方策を練りながら事業を進めていく訳ですが、執行部だけが活動

するというのではなく、会員の先生方にもこの方針をご理解いただきながら、ともに協力し合って、鍼灸受

療率４％台と言われる現状を乗り切れるよう努めて参りますので引き続きご支援、ご協力賜りますことを心

よりお願い申し上げます。 

 

公益社団法人宮城県鍼灸師会 平成 30年度 定時総会  

議事録抜粋（誌面の都合上、結果だけを掲載します） 

 

 開催日時  平成 30年 5月 13日(日)  午後３時 

 開催場所  中小企業活性化センター セミナールーム２Ａ(アエル６Ｆ) 

  出席者数  20名  委任状 25名   合計 45名 

【審議事項】 

第 1号議案 

１、平成 29年度事業報告 ２、平成 29年度決算報告 ３、平成 29年度監査報告 

上記の議案について、拍手多数で承認された。 

第 2号議案 平成 30年度事業計画(案)      第 3号議案 平成30年度予算(案) 

上記の議案について、拍手多数で承認された。 

第 4号議案 役員改選について 

    任期満了により退任する者 理事：三浦秀隆、高橋はるか２名 監事：下條 静 1名 

 新たに就任する者 理事：高橋 博、前田由紀枝 ２名 監事：賀川秀眞 1名 

    留任する者 理事：稲井一吉、今野正弘、小林厳、阿部千代人 監事：樋口五郎 

  ≪平成30年度からの役員≫ 

   理事：稲井一吉、今野正弘、小林厳、阿部千代人、高橋博、前田由紀枝 6名 

    監事：樋口五郎(会員外)、賀川秀眞 2名 

   以上、満場拍手をもって承認された。 

    また、会長(代表理事)に稲井一吉、副会長に今野正弘、小林厳が、それぞれ就任し、議場の賛同を得た。 

※詳しい議題内容等は、総会前に送付しました総会資料をご確認ください。 

会 長 挨 拶 新体制でスタート 



 

 

 

今回、私は坐骨神経痛に対するトリガーポイントに対

しての鍼治療、筋徒手療法での施術の有用性を、一般口

演で発表させて頂きました。 

 発表の原稿・スライドの作成の際に日々の臨床で行

っている施術の内容を文章化、まとめる事の難しさ、

様々な資料などを見返すことにより、日々の臨床で忘

れてしまっていた点、流れの中で行ってしまっている

点など、自分にとっても新たに気づかされる点や発見

があり、貴重な勉強をさせて頂きました。 

 

 発表の際の質疑応答では他の方からご指摘、質問をして頂き自分では気づいていない点、見直さなければ

いけない点などを学ばせて頂きました 

 他の方の一般口演、特別講演を聴かせて頂いた際には自分とは違う角度からの症状への様々なアプロー

チ法など日々の臨床で生かせる技術を勉強させて頂きました。 

 「治療に関するクレーム対応」として弁護士の先生から事例を交えながらのクレーム対応に関しての講習

会では問診表、施術録の重要性、同意書の作成、損害保険の内容の確認など、これからの施術院の患者様へ

の対応を学ばせて頂きました。 

発表、原稿の作成に慣れていない私にお力添え頂いた阿部健人先生、阿部千代人先生、会長の稲井一吉先

生にこの場をお借りしてお礼申し上げます。 

また、このような機会を与えて頂きありがとうございました。                         

 

二本柳 潤  

 

 

 

 

                         

■治療院のホームページ等へリンクをご希望の方はお知らせください。 

治療院情報ページ内で、会員名と共に治療院名等を掲載しております。 

HP 等へのリンクを貼ることができますので、ご希望の方は以下のメールに連絡をお願いします。  

【件名：リンク希望】【治療院名】【リンク先URL】をお知らせください。 

 

■会員名簿に登録可能なメールアドレスをお知らせください。 

また、ＨＰ記載に関する誤字・情報の訂正・削除依頼等についても以下のメールにご連絡をお願いします。 

 

連絡先メールアドレス：miyasinkai@gmail.com 

お願い  

秋田大会 ９/１～２ 東北鍼灸学会  

ホームページ等へのリンク・メールアドレスの掲載について 

mailto:miyasinkai@gmail.com
mailto:miyasinkai@gmail.com


副会長・保健研修部長 小林 厳 

 

 

 見えてきた！New宮鍼！？ 

 

 

 

 

樋口 五郎（外部監事） 

 

理 事 紹 介
 

公衆衛生・相互扶助部長 高橋 博 

５月の総会に於いて理事を拝命致しました。 

担当は公衆衛生（広報・普及）、相互扶助（会員管理・共済）です。 

実務は多くの会員の方にご協力をお願いし運営しております。 

今後とも皆様よりご指導、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

法人管理副部長 前田 由紀枝 

この度理事「法人管理副部長」を仰せつかりました前田由紀枝です。 

稲井会長の宮鍼会に対するスローガン「経済的に豊かな、そして心豊かな鍼灸師の会に

する」に賛同し、微力ではありますが、お役に立ちたいと思い、お引き受けした次第で

す。役員並びに会員の皆様と共に「魅力ある鍼灸師会」を実現できるよう、これまで築き

上げられてきた会の土台の上にさらに創意工夫を重ね、活動して参りたい所存です。そ

のためにも、皆様から気軽にご意見、ご助言を頂けるような立場でありたいと考えてい

ます。 

不慣れな点が多々ありますが、どうかご指導、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

今年度より新しい事業計画を企画しております。以前より研修事業は学術一辺倒であり、

西洋・東洋、様々な流派があり、学術研修の希望に叶う計画が困難でした。また、情報も

多く、遠方まで出かけずとも十分勉強は可能になっております。そこで鍼灸師会では学

術に拘らず経営、行政、法律と鍼灸に関わる様々な講習会を企画して行こうと考えてお

ります。これまで参加して頂けなかった先生方、是非講習会・研修会に足をお運び下さ

い。 

 

2019年 1月 1日から療養費受領委任払い制度が始まり、鍼灸の療養費の取扱いが制度化

され、鍼灸師の社会的地位の向上が期待されます。反面、個人情報の管理、施術録の整

備、領収書の発行など様々な課題も見えてきております。保健部では会員のスムースな

制度移行と収入増のため、スキルアップ研修等を通じ、引き続き全力で会員の皆様をサ

ポートしていく所存であります。 

この度引き続き社会奉仕事業部長を仰せつかりました。 

至らぬ点ばかりですが皆様の御意見を伺いながら努めさせて頂く所存です。 

宜しくお願い致します。 

副会長・法人管理部長 今野 正弘 

社会奉仕事業部長 阿部 千代人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪お知らせ≫ 

横山 宏聖（青年部長） 山内 俊彦（保険副部長） 

西羅美流(広報・普及) 

香川 秀眞 

監 事 

委 員 

監事 ・ 委 員紹介

 

澤口史絵(広報・普及) 髙橋はるか 

(IT・会員管理・財務委員) 

下條 静（総務委員） 

樋口 五郎（外部） 

療養費受療委任払いに必要な「施術管理者登録」の書類について、不備により返戻された方、 

もしくは何らかの事情で提出が遅れた方は、10月 15日までにお送りください。 

送付先：〒981-3215 仙台市泉区北中山 1丁目 1-17  小林 厳 宛  



 

■鍼灸師になられたきっかけはどういったものだったでしょうか？ 

実は本屋での立ち読みです。 

以前はサラリーマンでしたが、将来技術をもって何かやりたいという漠然とした夢がありました。 

仕事帰りに寄った本屋で資格の本を読んでいて、柔道整復師、鍼灸師のページに目が留まって…。 

その後、知り合いの接骨院の先生が色々と教えてくれて。もし、その年、専門学校に合格しなかったら、この

道を目指さなかったかもしれません。 

 

■現在、幅広い分野で鍼灸師が活躍していますが、今の鍼灸界をどう見ていますか？ 

どういうスタイルで鍼灸をやるにしても、一人の鍼灸師が粗雑な施術により患者さんに不快感を与えてしまうと、

鍼ってそういうものだという印象が広まってしまう。『痛くない鍼を打つ』という基本と、最低限『施術前よりも悪く

しないでね』というのが私の願いです。これは鍼灸師としての義務だと思います。 

ポイント①まずは痛くない鍼を打てるよう練習してください。 

練習しなければうまくならないし、頭で考えてもどうにもなりません。 

 

■ではどうすればいいと思いますか？ 

―自分の足に打って練習をするとかですか？ 

そうです。自分の鍼が痛いかは自分で実証しないとわからない。まず自分に打つ。それから家族や友人の体を貸し

てもらい自信をつけていく。そして自分の鍼が痛いかどうかという不安な意識から解放された心で患者さんに臨む。

そうしないとせっかく研修会などで沢山勉強したことが生かせず、自信を持って治療ができません。 

自分の為、患者さんの為、鍼灸界の為とにかく練習してください。 

 

■臨床の現場で、悩む事があるのですが、どう対処すればいいのでしょうか？ 

―例えば初めは脾虚だと考えて治療を進めるうちに色々な証の選択肢が出てくる場合など 

ポイント②診断力ですね。診断の段階で悩むのはしょっちゅうです。証決定の為の情報が少ないのは稀。慢性化す

ると、例えば基本証は脾虚証だが寒熱が他の臓腑経絡に波及して脾の病症以外の色々な症状が出てくる。これを整理

していく能力を身につけないといけない。そして治療としては、まず基本証の確認の為、肝虚証なら曲泉、腎虚証＝

復溜、脾虚証＝太白、肺虚証＝太淵に鍼をします。 

青年部＆学生が行く！治療院訪問 

はりきゅう処楽庵 高橋博先生～前編 

7月 8日、仙台市青葉区鷺ヶ森の閑静な住宅街に佇む 

「はりきゅう処楽庵」高橋博先生を、若手鍼灸師神成有己先生と 

鍼灸学校 3年生の渡邊恭成さんが訪問しました。 

 前編では、神成先生による高橋先生へのインタビューを中心に 

お届けします。 



■一回鍼を打つ？ 

そうです。ポイント③これは診断した基本証の正誤の確認の為の刺鍼です。 

皆さんは施術中、自分の診断、治療方針が本当に効果があるのか？不安になりませんか？ 

施術後の出たとこ勝負では心許無く、次に繋がりません。これをどうするか？ 

私の場合、四診により経絡治療の基本証を特定し、脈診や前記の基本穴に刺鍼し基本証の正誤を確認します。

次に VAMFIT診断（木戸正雄先生）により、主訴を起こしている経絡を特定し、その経絡の基本穴に刺鍼し、正

誤を確認し治療を進めます。 

その正誤は施術前に患者さんに頸部、腰部を回旋してもらい、その痛みや違和感の基本穴刺鍼後の変化で判

断します。この頸部、腰部の変化が経絡を介して主訴と繋がっています。勿論間違っていれば診断からやり直

します。施術者と患者が共にその効果を確認していくので、自信をもって治療を進めることができ、患者さん

からの信頼にも繋がります。そして、治療時間を短く、不要な刺鍼をしないことで、治療における患者さんの

心身の負担を軽減することができます。 

 

開業するとどうしても「経営」にばかり目が行きがちになってしまうが、やはりそれだけでは治療院は成立しない

のではないかとインタビューをして感じた。どうすれば患者さんの訴えを軽くできるかという思いこそが我々に求め

られる一番必要な部分であり、知識だけでなく、技術の研鑽にも日頃から努めねばならないのだと感じた。また初学

者はどうしても自分の治療に対し自信が持てない部分があるのだが、先生のように鍼を一本打ってどう変化するのか

常に気をつかい、気になるのであれば確認をする。それは決して恥ずかしいことではなく自分の治療効果を確かめる

ことであり、同時にリスク管理にもつながると考えられる。（神成有己） 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

後編は、高橋先生による実技指導の様子や学生の感想を中心にお伝えします。 

お楽しみに！ 

高橋博 先生 

1957年仙台市生れ 

2000年はり師、きゅう師資格取得 

往療を中心に施術 

2016年 2月「はりきゅう処 楽庵」開設 

(公社)日本鍼灸師会々員 (公社)宮城県鍼灸師会理事 

経絡治療学会評議員、夏期大講師 

経絡治療学会東北支部副支部長、臨床講座講師 

趣味：釣り、ドライブ 



 

 

■5.13（日）仙台国際ハーフマラソン救護ケアボランティア／スキルアップ研修講座 8 時～13 時 

会場：楽天生命パーク宮城 駐車場 

内容：仙台国際ハーフマラソン参加者の救護ケア 

ケアについての事前確認と講習（熱中症に関して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■5.25（金）親子ふれあい教室 10 時～11 時 

場所：つめ草保育園 

■6.17（日）スキルアップ研修講座第一部 13 時～14 時45 分 

会場：シルバーセンター第２研修室 

内容：交通事故の保険に関するＱ＆Ａ 

講師：小松 政夫 先生（弁護士） 

    スキルアップ研修講座第二部 15 時～16 時30 分 

            内容：救急隊の仕事～救命救急法を中心に 

         講師：越後 浩光 先生（救急隊副隊長） 

■7.15（日） 療養費適正化講習会 13 時～16 時       

                     会場：エルソーラ大研修室  

内容：受療委任払い説明会１ 

講師：小林 厳 先生 

 

 

仙台ハーフマラソン救護ケアボランティア 

療養費適正化講習会 

平成３０年度下半期行事予定 

10月 21日    県民公開講座 （仙台市市民活動サポートセンター） 

認知症サポーター養成講座と介護予防運動指導員スキルアップ研修会 

10月 27・28日 第 14回日本鍼灸師会全国大会 in沖縄 

11月  3日   ひとめぼれマラソン（遠田郡美里町） 

11月 11日    施設訪問ボランティア（大衡村、七峰荘） 

12月  9日    スキルアップ研修（会場未定） 

1月  5日     新年会      （おしか） 

1月 13日    スキルアップ研修（会場未定） 

2月 10日     スキルアップ研修（会場未定） 

3月 下旬    会報発行 

スキルアップ研修ほか 5/13、5/25、6/17、7/15 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 気仙沼市 
2. 中和医療専門学校 
3. 旅行、酒、運動、映画 
4. 所属して積極的に参加し、学んで行く事で結果を出している先生に 
溢れている会であること 

5. 先輩の先生方からたくさんの事を学ばせて頂きたいと思い入会しました。若輩者で
すがご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

 

楠本 和敏 

浦山 孝典 

神成 有己 

阿部 健人 

村上 理恵 

1.七ヶ浜町周辺（往療）、家具の街診療所（勤務） 

2.赤門鍼灸柔整専門学校 

3.ガーデニング、合気道、発酵食品づくり 

4.何でも話せる雰囲気が素晴らしいと思います。 

5.新しい出会いを楽しみにしております！ 

ご指導よろしくお願い申し上げます。 

1. 仙台市泉区（自宅）と赤門鍼灸柔整専門学校にて非常勤講師 
2. 赤門鍼灸柔整専門学校 
3. 映画鑑賞、読書など 
4. 若手鍼灸師はまだまだ右も左もわからない状態なので、たくさん情報や 
知識などを教えていただけるとありがたいです。 

5. 新参者ではありますが、少しでも宮鍼会に協力できればと思います。 
よろしくお願いします。 

1. 山形県西村山郡河北町 
2. 赤門鍼灸柔整専門学校 
3. 映画鑑賞  
4. 鍼灸、経営に関しての勉強会をより多く実施して頂きたいです。 
5. 山形からの入会になりますが、積極的に活動に参加させて頂きたいので 
今後とも宜しくお願い致します。  

1. 仙台市若林区新弓ノ町 地下鉄河原町駅より徒歩五分 

2. 赤門鍼灸柔整専門学校 

3. 特にありません 

4. 鍼灸治療の健康保険や他申請の仕方等、仕組みを教えていただきたいです。 

5. 宜しくお願いいたします。 

1. 石巻市にて出張診療 

2. 日本医学柔整鍼灸専門学校 

3. お酒を飲みながらの DVD映画鑑賞 

4. 年会費をもう少し安くして欲しい 

5. 50代半ばの新人ですが、宜しくお願い申し上げます。 

 

柴田 良彦 

新入会員インタビュー ようこそ宮鍼会へ 
Ｑ1. 開業または勤務地    
Ｑ2. 卒業学校名     
Ｑ3. 趣味                                   
Ｑ4. 宮鍼会に望むこと 
Ｑ5. 入会にあたりひと言！  



 

 

 

先月の西日本豪雨災害ニュースを聞き、7月24日～8月 5日までの期間、岡山県倉敷市真備町と広島県三原市 

本郷でボランティアに参加してきました。 

滞在期間中、鍼灸施術に関するボランティアは 8 月 5 日のみで、その他は土砂撤去等の一般ボランティアでした

が、災害ボランティア初参加の私には貴重な体験となりました。 

以下、印象に残った所見を項目別にご報告させて頂きます。 

1. 交通手段       

石巻市より片道約 1,200 ㎞を車中１泊して移動。高速道路は免除申請がすぐに認可され、90％以上の行程

で利用しましたが運転２日目は疲れます。それでも荷物運搬の利便性、現地での行動範囲の広がりを考え

ると状況の許す限り、車使用はお勧めです。尚、南三陸町から来られた先生はレンタカーを現地調達してお

られました。 

2. 宿泊手配        

事前の電話確認では被災地近辺の低価格宿泊施設はどこも満室。そんな中で上記のピースボートは倉敷市

近郊神社の宿泊施設を借り受け、男女別大部屋を寝具と共に無償提供しており助かりました。三原市では

１泊 3500円のビジネスホテルを現地で見つけましたが、宿泊手配は長期災害ボランティア最大の課題だと

思います。 

3. 施術内容        

正午に集合し昼食後午後 2時間、夜間 2時間程の施術が 2か所で行われました。私は患者４名を各 30分程

施術。内訳はボランティア 2 名が腰痛・肩凝り、被災者 2 名が下肢の可動域制限等。ピコリナと寸３二番

を用いた低周波鍼通電治療が主でしたが、同機は小型軽量で使い勝手が良く、患者にも刺激が心地良いと

好評でした。 

4. 鍼灸需要        

災害鍼灸マッサージプロジェクトのような活動がさらに発展し、ＤＭＡＴや各県鍼灸師会等を連携させる

母体となる事を願います。しかしながら被災地でも鍼灸未経験者の受療は敷居が高い様子なので、高齢者

の健康増進活動等に積極的に参加し、鍼灸治療との接点を模索していく必要があると感じました。 

 

南木堂鍼灸院 楠本和敏                                      
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梅の実は 1500年ほど前、遣唐使が中国から漢方薬の「烏
う

梅
ばい

」として持ち帰り、咳止め、解毒、鎮痛などに 

用いられたと言われています。青梅を燻製にし、烏
からす

のように真っ黒だったことが名前の由来です。後に梅の 

木が伝来し、日本でも梅干しが作られるようになりましたが、昔は薬として珍重され、庶民には手の届かない 

とても貴重なものでした。多くの効果を秘め、天然のサプリメントといわれる梅干しのパワーとは！？                                

 

 

執筆：下條 静 

 

 

 

 

 

 
日本のローフード で元気な毎日！  

  

  

  

 ※コピーして待合室に置くなど、患者様への啓蒙リーフレットとしてもご活用ください。 

 

会員リレーコラム 東洋医学コンシェルジュ vol．4 

※高血圧症の方は医師に相談してください。 

 



 

※高血圧症の方は医師に相談してください。 

 

編集：西羅美流／澤口史絵 


